
 
                         

 

    

  今回の特集は 「犬と人」 

犬はたくさんいる動物の中でも、古くから人間の

そばによりそってきました。家族や友達として癒さ

れたり、働く仲間として頼りになったり…そんな犬

の出てくる本を、いろいろ選んでみました。 
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『動物のお医者さん』（白泉社文庫全8巻） 佐々木倫

子/著 白泉社 （第1 巻 書誌ID 0000564263） 

『いと-運命の子犬-』 原田マハ/文 

秋元良平/写真 文藝春秋 2011 年刊 

（書誌ID 0012262989） 

日本でもやっと認知度が高まってきた

「介助犬」。その候補犬でありながら

キャリアチェンジした「いと」のその後

を描く。人と人、人と犬の絆を考えさ

せる、心温まる物語。いとの写真も多

数収録。 

主人公ハムテルの愛犬シベリア

ン・ハスキーのチョビをはじめ、Ｈ

大学獣医学部には様々な動物が集

う。ユニークな人々と動物が巻き起

こす騒動に、爆笑したりほほえまし

い気持ちになったり、ついつい読み

進めてしまう動物愛に満ちた本。心

が疲れたときに。 

『里見八犬伝 21 世

紀版少年少女古典

文学館 21』滝沢馬

琴 / 著  栗 本 薫

/[訳]著 講談社 

2010 年刊（書誌 ID  

0012042002） 

★第2回 書評漫才（SBR）グランプリin Osaka、

出演者募集中です★ 
 昨年末に開催され、好評を博した書評漫才が帰ってき

た!!気の合ったもの同士で、漫才スタイルで、オススメの

本を紹介しよう。 

開催日時は、平成25年11月24日(日) 14～16時 

出演申込締切は、10月31日(木)です。 

詳しくは大阪市立図書館ホームページをご覧下さい。 

http://www.oml.city.osaka.jp/teens/2013sbr.html 

観覧者の方々の多数のご参加をお待ちしております！

★ヤングコーナー 図書展示のお知らせ★『はたらく犬たち-盲導犬・介助犬を中心に-』～11月6日（水）まで

10/5(土)と10/19(土)(各日14時～16時)に開催される講座「教えて先輩！-こんな仕事、あんな仕事-“障がいのある人をサポートす

る犬たち”補助犬を育てる仕事」にあわせて、盲導犬・介助犬を中心に、はたらく犬たちの本を集めました。人のそばで人を支え

る犬たちと、ともに生きる人々を描いた本をご覧下さい。また、講座にもおこしください。 

南総里見家の息女伏姫の胎

内から八方に飛びちった八個

の玉にしるされた八つの文字。

その玉をもって生まれ出た八人

の勇士が、運命の糸に引き寄

せられるように出会い、ともに

戦い、また別れていく。『里見八

犬伝』は、江戸時代の読本作

家・曲亭馬琴が、二十八年の年

月と失明の不運をのりこえて完

成させた全百六冊にも及ぶ大

伝奇小説である。悪と戦う正義

の犬士たち、義のために犠牲と

なる女たちが織りなす波瀾万

丈の物語は、エンターテイメン

ト小説の原点として尽きない魅

力を放っている。 

『まぼろしの小さい犬』 フィリパ・ピアス/作 猪熊葉子 

訳 岩波書店 1989 年刊 （書誌ID 0000191991） 
ベンの最大の望みは犬を飼

うこと。でも都会のアパート暮ら

しでは、それが許されません。

一日中ぼんやりと犬のことだけ

を考えるようになるベン…。犬

をめぐって激しく変化する少年

の心をリアルに描く、ピアスの

代表作。 

『星守る犬』 村上たかし/著 双葉社 

2009 年刊 （書誌ID 0011896897） 

朽ち果てた車中で寄

り添うように亡くなってい

た男性と1匹の犬。そこ

は、残された僅かな時を

生き抜いた哀しくも愉快

な旅の終着点。 
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